
第17回会議について
今回の開催地である中国浙江省義烏市は、上海市から

南西に約 250km、杭
こう

州
しゅう

市から南へ約 100km、内陸側
に位置する県級市であり、世界的な日用品取引市場を有
し、中国の一帯一路構想の出発点として、鉄道でスペイ
ン・マドリードまでつながっています。

10月 13日の本会議は、「持続可能な都市間交流及び
都市の国際化による発展」をメインテーマに、329 名
（日本…55名、中国…212名、韓国…62名）もの自治
体関係者の参加のもと盛大に開催され、本会議後の 10
月 14日～15日には、日用品取引市場や浙江省内企業、
浙江省を代表する観光地などの視察が行われました。

主旨講演
はじめに、中国の学識者より一帯一路構想の解説を中

心とした基調講演が行われた後、3か国の代表地方政府
によるメインテーマに沿った主旨講演が行われ、日本か
らは静岡県の大須賀淑郎副知事にご講演いただきました。
中国浙江省と34年にわたる友好提携関係を結ぶ同県が、
官民協同で取り組んできた東アジア地域との交流と地域
外交の取り組みについて、そして世界文化遺産である富
士山を核に、地域資源を活用した観光・経済・教育・文
化交流の促進などについてもご発言をいただきました。

当会議は、歴史的、地理的にも密接な関係にある日本、中国、韓国の 3か国地方政府間の国際交流・協力を一層促
進することを目的に、3か国における地方政府の国際交流機関（日本・自治体国際化協会、中国・中国人民対外友好協
会、韓国・全国市道知事協議会）が、1999 年より輪番制にて毎年開催しているものです。今年度は 10月 12日から
15日にわたり、中国浙

せっ
江
こう
省義

ぎ
烏
う
市において第 17回目の会議が開催されました。当協会は協力機関として運営に携わっ

ていることから、その内容について紹介します。
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人的往来拡大による中日韓観光と文化交流の促進
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事例発表
次に、メインテーマを掘り下げて討議することを目的

に、2つのサブテーマごとに各国 2つの自治体より事
例発表をいただき、その内容に基づく意見交換が行われ
ました。以下に日本側発表者の事例を紹介します。
サブテーマ①「地方政府の役割強化による地元中小企

業競争力向上への取り組み」においては、大分市と佐賀
県よりそれぞれの取り組みを紹介していただきました。
大分市からは右田芳明副市長より、同市と 36年もの

長きにわたる友好都市関係を結ぶ中国武
ぶ
漢
かん
市との交流を

通じて、現地事務所を設置して行う企業への海外進出支
援や、現地アンテナショップ運営などを通じた販路開拓
支援といった事例について発表いただきました。
次に佐賀県からは国際・観光部の村山仁志副部長よ

り、同県に多数残る徐
じょ
福
ふく
伝説の史跡から中国と古くより

関わりが深いことを紹介され、友好関係を結ぶ韓国
全
チョルラナムド
羅南道、中国貴

き
州
しゅう

省・遼寧省との交流や、瀋
しん
陽
よう
市・

上海市・香港の 3地域に設置された現地事務所を通じ
て行う企業への海外活動支援などについて、事例を発表
していただきました。

サブテーマ②「人的往来拡大による中日韓観光と文化
交流の促進」においては、舞鶴市と香川県より紹介して
いただきました。
舞鶴市からは多々見良三市長より、関西経済圏で日本

海側唯一の国際貿易港を有する立地を活かして行う、物
流・観光の日本海側窓口としての人的往来拡大への取り
組みや、港町を特徴とした中国大

だい
連
れん
市、韓国浦

ポ ハ ン
項市、露

国ナホトカ市、英国ポーツマス市との文化交流事例など
について発表していただきました。
最後に香川県からは交流推進部の山本泰理事兼次長よ

り、3年に1度のトリエンナーレ形式で開催される瀬戸
内国際芸術祭を核とした現代芸術や、四国遍路の巡礼文
化などを情報発信することで海外からの旅行客を取り込

む活動事例に加え、提携21周年を迎えた中国陝西省と
の友好交流事例などについて発表していただきました。
会議では日本側と同様に中国側、韓国側からも事例発

表が行われ、各国自治体の具体的な取組事例について地
方政府関係者らが熱心に聞き入っていました。
また、本会議終了後には「交流の広場」が設けられ、

各国地方政府間で既存の交流の拡大や発展に向けた意見
交換や、新たな交流に向けた情報交換などが行われたほ
か、閉会式では次回開催地となる岡山市より繁

しげ
定
さだ
昭
あき
男
お
副

市長が登壇され、同市の紹介映像とともに次回会議への
参加を呼びかけられました。

まとめ
古くから相互往来が行われてきた日本・中国・韓国で

は、互いの文化や技術の影響を受けながら、ともに経済
発展を遂げてきました。今回の会議は、そうした人的往
来を持続的に維持する手段として、企業支援や文化・観
光の促進が重要との認識の下、各自治体の戦略や事例、
意見を述べる場になったと思います。
われわれは 3か国の多くの自治体関係者が一堂に会

して、国と国との関係を抜きに、地方政府同士で互いの
課題を話し合えるこの貴重な機会を引き続き提供するこ
とにより、北東アジアにおける交流促進に寄与していき
たいと考えています。

「第 18回日中韓 3か国地方政府交流会議」は岡山県岡山市にて開催されます
次回 2016年度の会議は、10月に岡山県岡山市において開催されます。次回会議に関する情報は随時、当協会

のホームページなどにてご案内します。
日中韓 3か国の地域間交流と協力を深める絶好の機会であるこの会議に、ぜひご参加ください。

舞鶴市 多々見市長による事例発表の様子
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